
デジタル技術を活用した
自動運転サービスの動向
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本日のアジェンダ
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３．自動運転車両のタイプ

４．自動運転車両の自己位置推定手法

５．路車協調システムによる自動運転技術の高度化

６．実証実験における主な検証内容（案）



１．はじめに ①自動運転レベルの定義
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ハンズオフ(手の開放)

アイズオフ(目の開放)

ブレインオフ(脳の開放)

出典：自動走行ビジネス検討会報告書_Version５.0

2023年度の実証実験



１．はじめに ②無人自動運転移動サービスに求められる役割・機能
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出典：自動走行ビジネス検討会報告書_Version4.0

操縦以外の役割・機能を
誰が(何が)どう担うか？

運転手

乗務員1



１．はじめに ③無人自動運転移動サービスの実現・普及に向けた取組み
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出典：自動走行ビジネス検討会報告書_Version6.0
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出典：自動走行ビジネス検討会報告書_Version6.0

１．はじめに ③無人自動運転移動サービスの実現・普及に向けた取組み



２．自動運転実証実験・実装の主な状況
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出典：官民ITS構想・ロードマップ2020

• 日本国内各地で自動運転の実証実験が実施されている。
▼2019年度～2020年3月時点における自動運転実証実験
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２．自動運転実証実験・実装の主な状況



３．自動運転車両のタイプ
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カートタイプ 乗用車タイプ バスタイプ

外 観

乗車定員 4人／6人 4人程度 10～25人程度(座席数)

走行速度
~12km/h程度

(手動時:20km/h未満）
40km/h程度

（最大50km/h）
40km/h程度

（最大50km/h）

主な実験・
実装地域

・中山間地域
(永平寺町/ みやま市 など）

・観光地
(北谷町 / 輪島市 など)

・ニュータウン
(高蔵寺/河内長野市 など)

・まちなか
(塩尻市/ 桑名市 など）

・中山間地域
(松崎町/飯南町など）

・ニュータウン
(高蔵寺/多摩市 など)

・まちなか
(大津市/境町 など）

・中山間地域
(大樹町/栃木市など）

・観光地
(江の島 / 石垣市 など)

4人
乗り

6人
乗り

小型
バス

中型
バス

乗用車

JPN
タクシー



４．自動運転車両の自己位置推定手法
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出典：国土交通省

※決められたルートの走行が基本 ※ソフト改修でルート変更可能 ※ソフト改修でルート変更可能



信号情報
連携

右折時の
対向車等
検知支援

歩行者
検知支援

路上駐車
検知支援

• 路車間協調システムで得た情報を付加することでより高度で安全な自動運転を実現

５．路車協調システムによる自動運転技術の高度化
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出典：自動走行ビジネス検討会 Ver5/ SIP協調型自動運転ユースケース / Automotive media /  Panasonic プレスリリース

▼路車間協調システムの一例

相互連携

●車両単独の自動制御 ●道路側からの支援(路車協調システム)



６．実証実験における主な検証内容（案）
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項目 主な検証内容

安全性
（走行環境）

• 自動運転の継続的な走行が可能か？

✓ 自動運転走行が不能な区間はない
か？

✓ 歩行者･自転車や対向車等との接触
の危険性はないか？

適用性
(サービス内容)

• 利用が見込めるか？

• 車両の定員や運行本数、走行ルートは
適当か？

社会的
受容性

• 自動運転車両に安心して利用･乗車で
きるか？

• 自動運転車両が走行することによる地
域住民の理解は得られるか？

事業性

• 採算(自治体負担減)が見込めるか？

✓ 地元の有償ボランティアの起用等によ
るコスト削減の可能性があるか？

✓ 他の事業との連携が可能か？


